
 

 

■かかりつけ機能との関連 

☑ 薬物療法の個別最適化 

☑ 薬物療法の連続性（通院、入院、在宅） 

☑ 健康生活の増進・セルフケアの支援 

□ 公衆衛生、災害対策 

☑ 他職種・他施設との連携 

 

■専門領域の薬学管理機能を含む 
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薬剤師生涯教育推進事業実施要綱�

 
 

平成 �� 年４月 �� 日付薬食発 ���� 第 �� 号医薬食品局長通知�

最終 改正 ：平 成 �� 年 � 月 �� 日薬 生発 ���� 第１ 号�

 
 
１．目的�

医療技術の高度化・専門分化が進展する中、より良い医療を患者に提供していくた

めには、薬剤師の機能強化・専門性向上に資するために必要な知識及び技能を習得さ

せる等の生涯教育が重要である。 
本事業ではそれらにかかる研修プログラムを作成及び公表することで、地域におけ

る薬剤師の生涯研修につなげ、薬剤師の機能強化・専門性向上を図ることを目的とす

る。 
 
２．事業内容�

薬剤師の機能強化・専門性向上に資するために必要な知識及び技能を習得させる研

修プログラムを作成し、研修講師の育成を目的とした本プログラムに基づいた研修を

実施し、本プログラムの実用性を確認した上で、地域における実務研修の実施のため

の本プログラムを公表する。 
なお、研修内容は、「患者のための薬局ビジョン」を踏まえ、かかりつけ機能を強化

するための分野又は高度薬学管理機能に資する薬剤師の機能強化・専門性向上を踏ま

えた内容とする。 
（例：入退院時の医療機関及び薬局との薬薬連携、在宅を含めた継続的服薬管理、

フレイル、終末期等における薬学管理� 等） 
３．実施主体�

本事業の実施主体は、別に定める薬剤師生涯教育推進事業実施法人公募要綱により、

採択された法人とする。 
 
４．実施方法�

事業の実施に当たっては、薬剤師の機能強化・専門性向上にかかる研修プログラム

を作成するとともに、研修講師の育成を目的とした本プログラムに基づいた研修を実

施し、本プログラムの実用性を確認した上で、地域における実務研修の実施のための

本プログラムを公表するものとする。 
 

 

５．経費負担等�

国は、予算の範囲内で、薬剤師生涯教育推進事業に係る経費について別に定める基

準（医療関係者研修費等補助金及び臨床研修費等補助金交付要綱）により補助するも

のとする。 
 
６．実施時期�

この要綱は、平成 30 年６月 13 日より適用する。 
 



平成 30 年度 薬局ビジョン実現に向けた薬剤師のかかりつけ機能強化事業 
（平成 30 年度薬剤師生涯教育推進事業） 

 
シラバス作成委員会 

    
大谷 壽一 日本病院薬剤師会（慶應義塾大学薬学部 教授）  
早川  達 北海道科学大学薬学部 教授  
山田 清文 日本医療薬学会（名古屋大学大学院医学系研究科 教授） 

◎宮﨑長一郎 日本薬剤師会 常務理事  
○亀井美和子 日本薬剤師会 常務理事  
吉田 力久 日本薬剤師会 常務理事  
鵜飼 典男 日本薬剤師会 理事  
髙松  登 日本薬剤師会 理事  
 
 

シラバス作成委員会ワーキンググループ 
       

◎宮﨑長一郎 日本薬剤師会 常務理事  
○亀井美和子 日本薬剤師会 常務理事  
吉田 力久 日本薬剤師会 常務理事  
鵜飼 典男 日本薬剤師会 理事  
髙松  登 日本薬剤師会 理事  
山田 武志 日本薬剤師会 医薬分業対策委員会  
村杉 紀明 日本薬剤師会 医薬分業対策委員会  
高橋 良徳 日本薬剤師会 DI・医療安全・DEM 委員会  
佐藤 嗣道 日本薬剤師会 DI・医療安全・DEM 委員会  
山本 晃之 日本薬剤師会 生涯学習委員会  
伊東 弘樹 日本薬剤師会 生涯学習委員会  
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薬剤師生涯教育推進事業実施要綱

 
 

平成 年４月 日付薬食発 第 号医薬食品局長通知

最終改正：令和２年９月 日薬生発 第４号

 
 
１．目的

医療技術の高度化・専門分化が進展し、一方で少子高齢化に伴い人口構造が変化す

る中、より良い医療を患者に提供していくためには、薬剤師の機能強化・専門性向上に

資するために必要な知識及び技能を習得させる等の生涯教育が重要である。 
本事業ではそれらにかかる研修プログラムを作成及び公表することで、地域におけ

る薬剤師の生涯研修につなげ、薬剤師の機能強化・専門性向上を図ることを目的とす

る。 
 
２．事業内容

薬剤師の機能強化・専門性向上に資するために必要な知識及び技能を習得させる

研修プログラムを作成し、研修講師の育成を目的とした当該プログラムに基づいた

研修を実施し、当該プログラムの実用性を確認した上で、地域における実務研修の

実施のための当該プログラムを公表する。 
なお、研修内容は、「患者のための薬局ビジョン」を踏まえ、かかりつけ機能を強化

するための分野又は高度薬学管理機能に資する薬剤師の機能強化・専門性向上を踏ま

えた内容とする。 
具体的には、小児医療等における専門的な薬学管理及び服薬指導、生活習慣病の

予防・重症化予防のための健康相談・服薬指導等、要指導医薬品及び一般用医薬品（

医薬品）の適切な販売及び情報提供に関する内容を含めること。

 
３．実施主体

本事業の実施主体は、別に定める薬剤師生涯教育推進事業実施法人公募要領により、

採択された法人とする。 
 
４．実施方法

事業の実施に当たっては、薬剤師の機能強化・専門性向上にかかる研修プログラム

を作成するとともに、研修講師の育成を目的とした本プログラムに基づいた研修を

実施し、本プログラムの実用性を確認した上で、地域における実務研修の実施のため

の本プログラムを公表するものとする。 
 
５．経費負担等

国は、予算の範囲内で、薬剤師生涯教育推進事業に係る経費について別に定める

基準（医療関係者研修費等補助金及び臨床研修費等補助金交付要綱）により補助する

ものとする。 
 
６．実施期間

法人採択日 ～ 令和３年３月 日



令和２年度 薬局ビジョン実現に向けた薬剤師のかかりつけ機能強化事業 

（令和２年度薬剤師生涯教育推進事業） 

 
シラバスワーキンググループ 

       
◎髙松  登 日本薬剤師会 常務理事  

○橋場  元 日本薬剤師会 常務理事  

川名三知代 日本薬剤師会 理事  
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薬剤師生涯教育推進事業実施要綱

平成 年４月 日付薬食発 第 号医薬食品局長通知

最終改正：令和３年６月 日薬生発 第１号

１．目的

医療技術の高度化・専門分化が進展し、一方で少子高齢化に伴い人口構造が変化す

る中、より良い医療を患者に提供していくためには、薬剤師の機能強化・専門性向上に

資するために必要な知識及び技能を習得させる等の生涯教育が重要である。 
本事業ではそれらにかかる研修プログラムを作成及び公表することで、地域におけ

る薬剤師の生涯研修につなげ、薬剤師の機能強化・専門性向上を図ることを目的とす

る。 

２．事業内容

薬剤師の機能強化・専門性向上に資するために必要な知識及び技能を習得させる研

修プログラムを作成し、研修講師の育成を目的とした当該プログラムに基づいた研修

を実施する。また、作成したプログラムについて特定の地域において検討を行い、当該

地域での具体的な取組状況を把握すること等により実用性を確認する。その上で、地

域における研修の実施のための当該プログラムを公表する。 
また、研修内容は、「患者のための薬局ビジョン」及び令和元年 12 月に公布された

改正医薬品医療機器等法の内容を踏まえ、かかりつけ機能を強化するための分野又は

高度薬学管理機能に資する薬剤師の機能強化・専門性向上を踏まえた内容とする。 
具体的には、 
① 医療機関と薬局の間で事前の取り決めを結び、医療機関と薬局の薬剤師が連携

して処方内容の照会や処方された薬剤の効果・副作用発現状況の把握を効果的に

行うための取組、 
② ICT 技術の活用により、患者に対する薬学的管理・指導（薬剤交付後の服薬状

況等の継続的な把握を含む）等の対人業務を充実させ、地域における患者への切

れ目ない薬物療法を提供するための取組、 
③ 新型コロナウイルス感染拡大防止等に資するよう、患者への医薬品やワクチン

の適切な情報提供や、多職種との連携体制構築等の感染症対応を学ぶ取組 
に関する内容を含めること。 
なお、公表後は地域におけるプログラムに基づく研修等の実施状況を評価し、その

 

評価結果を踏まえた改善を行う。 
 

３．実施主体

本事業の実施主体は、別に定める薬剤師生涯教育推進事業実施法人公募要領により、

採択された法人とする。 
 
４．実施方法

事業の実施に当たっては、薬剤師の機能強化・専門性向上にかかる研修プログラム

を作成するとともに、研修講師の育成を目的とした本プログラムに基づいた研修を実

施し、特定の地域において検討を行うなど本プログラムの実用性を確認した上で、地

域における実務研修の実施のための本プログラムを公表するものとする。 
 
５．経費負担等

国は、予算の範囲内で、薬剤師生涯教育推進事業に係る経費について別に定める基

準（薬剤師生涯教育推進事業費補助金交付要綱）により補助するものとする。 
 
６．実施期間

法人採択日 ～ 令和４年３月 日 



令和３年度 薬局ビジョン実現に向けた薬剤師のかかりつけ機能強化事業 
（令和３年度薬剤師生涯教育推進事業） 

 
シラバスワーキンググループ 

       
◎髙松  登 日本薬剤師会 常務理事  
○豊見  敦 日本薬剤師会 常務理事  
長津 雅則 日本薬剤師会 常務理事  
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